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本公園で創出する植生 植栽の考え方と植生 植栽タイプ選定の検討手法を示す

１．目標とする植生・植栽タイプの具体化 【基本的考え方 と立地や土地利用を考慮した植生・植栽タイプの検討】 P01

計画地域の植生や植栽の立地と自然性あるいは代償性の整理基本的な考え方

本公園で創出する植生・植栽の考え方と植生・植栽タイプ選定の検討手法を示す。

本公園で創出される土地利用条件に応じて、成立しうる地域固有の植生や植栽タイプを抽出

し、計画地周辺の植生や植栽を立地条件や自然性あるいは代償性を用いて整理した。

本公園で創出する植生・植栽は、「厳しい環境条件」「空間デザインとの一体

化」「杜づくりのプロセスと多様な主体の参画と協働」を踏まえ、成立可能な自然

自然性 代償性
植生や郷土種の植栽環境を再生・創出する。

そのため、計画地周辺に現存する自然植生や郷土で歴史的に形成された植

栽を デ とし く

基本計画での検討方針基本計画での検討方針

栽をモデルとしていく。

基本計画での検討方針基本計画での検討方針

１． 厳しい環境条件をふまえた杜づくり

・海岸部の強い潮風、高い地下水位と土壌塩分濃度壌

・想定される多様な環境条件に応じて成立可能な植生を想定

・厳しい環境条件に対する適正な植栽技術の適用

２ 植栽配置と空間デザインの一体化２． 植栽配置と空間デザインの 体化

・復興の象徴空間に見合う植栽配置の実現、造成と植栽タイプの整合

３． 杜づくりのプロセス・多様な主体の参画と協働

膨大な数の植栽材料に対する地域内での苗木生産 調達システムと献木・膨大な数の植栽材料に対する地域内での苗木生産・調達システムと献木、

市民参加型苗木づくり

・植栽後の管理・育成や体制等

多様な主体 参 協働 法・多様な主体の参画・協働の手法

目標とする植生・植栽タイプの設定の基本的考え方目標とする植生・植栽タイプの設定の基本的考え方

 かつての自然条件、現在の自然条件のもとで、築山などの整備により生じ

る盛土や掘削による池・湿地などの条件を踏まえ、成立可能な自然植生

郷 種 植栽 境を 生 創 すや郷土種の植栽環境を再生・創出する。

 再生・創出する植生・植栽は、地域固有の自然や環境の再生・創出を目指

し、自然とかかわってきた先達の足跡を踏襲し、思わず訪れたくなる豊か

で美しい情景としていくため、成立可能なものの中で、計画地周辺に現存

す 自然植生 郷 史的 成され 植栽を デ 定 くする自然植生や郷土で歴史的に形成された植栽をモデルに設定していく。



２．目標とする植生・植栽タイプの具体化 【植栽タイプの模式断面構成とそのイメージ】 P02
公園の空間構成を踏まえた植栽タイプの配置と、想定される動物相について検討した。公園の空間構成を踏まえた植栽タイ の配置 、想定される動物相 て検討した。

クロマツ海岸林 クロマツ・常緑低木林 クロマツ疎林

広場などの開けた高台斜面の海と河
・公園への潮風を緩和
させる、かつての土地
利用であった浜堤のク

・広場などの開けた
空間の風環境を
緩和させるクロマ
ツ疎林

・高台斜面の海と河
口からの環境圧を
考慮したクロマツと
常緑低木利用であった浜堤のク

ロマツ林
・明るい林内に四季の
彩りが展開する

ツ疎林
・林内での諸活動も
可能な、足元の抜
けた明るい林床

常緑低木
・津波の届かない安
全な空間であること
を示すヤブツバキ

クロマツ・常緑低木林

M
A

クロマツ疎林
クロマツ 常緑低木林 A

TC
H

  LIN
E

クロマツ海岸林 芝生地

湿性林・湿性草地

E

クロマツ海岸林 芝生地

湿性林・湿性草地 芝生地

・かつての土地利用を想
起させる 湿性林や湿起させる、湿性林や湿
性草地

・水面や湿地等の多様
な環境に生きものが生

・開放的な広場利用を
可能にする芝生地

・かつての街割を示すな環境に生きものが生
息する、人が立ち入ら
ないサンクチュアリ

かつての街割を示す
遺構や表示を際立
たせる



P03

庭園樹植栽地(仕立てクロマツなど) ヤナギ並木 サクラ並木 落葉広葉樹林

日和山と公園のみどり・日和山と公園のみどり
の繋がりを創出し、夏
季の南東風を緩和さ
せる落葉広葉樹林・かつての住宅地を想 せる落葉広葉樹林

・樹林性の多様な生きも
のが生息する明るい
樹林

かつての住宅地を想
起させる、仕立ての
クロマツなどの庭園
樹植栽地

・聖人堀を演出するサ
クラやシダレヤナギ
の並木

M
A

サクラ並木
落葉広葉樹林A

TC
H

  LIN
E

サクラ並木

ヤナギ並木庭園樹植栽地(仕立てクロマツなど)
野草地E

野草地 ハス植栽地 修景植栽

ヤマザクラ ハマナス

・かつての湿地の土
地利用を再編し、
鎮魂の場を演出す

・バッタやチョウ類な
どの草地性の多様
な生きものが生息

ヤマザクラ ハマナス

・各々の植栽タイ
プに見合う花木
や草本類を組み鎮魂の場を演出す

る大きなスケール
でのハス池

な生きものが生息
する、四季の彩り
豊かな野草地 ヤマツツジ

や草本類を組み
込み、自然な修
景植栽を行うノハナショウブ



３．植栽タイプのゾーニング配置(案) P04
公園の空間構成を踏まえた植栽タイプの配置案について検討した。公園の空間構成を踏まえた植栽タイ の配置案 て検討した。

この図面は空間デザイン部会で検討した
空間構成をもとに、植栽タイプの配置案を
示したもので、確定したものではない。



４．計画地の風環境＜風環境を緩和する方策の想定＞ P05

■計画地の風環境を緩和する方策の想定■計画地の風環境を緩和する方策の想定

計画地の風環境は風向、風圧、潮風によって整理される

・１１月から４月は、西北西・北西の風が卓越計画地の

風要因

・平均風速は毎秒４．０ｍ～６．０ｍの間を推移

風向 風圧 潮風

・計画地は臨海地に立地し、恒常的に潮風に曝される
・５月から１０月にかけて南東に風向きが移行状況 ・厳冬期から春先にかけ一時的な強風が強まる傾向 ・特に夏季において、南東(海側)からの風が強まる

植栽 置

想定される影響 ・植栽の風障樹形化 ・苗木の活着 ・芽吹き阻害 ・植栽の乾燥害 風送塩の付着による植栽の生育阻害

植栽配置

防風施設
耐潮性の高い樹種

考えられる
方策案

■植栽配置

冬季や夏季に特徴的な強い季節風を防ぎ、あるいはいなすため、計画地の北西や

■耐潮性の高い樹種

海側など潮風による影響を受けやすい場所では、耐潮性の高い樹種を選択する
南東側に植栽を配し、安定した環境を創出する。 ことが重要である。植栽種は海岸地帯が自然的な分布域に含まれる耐潮性の強

い樹種の中から選定する。

冬季の北西風

冬季の北西風と夏季の南東風を
緩和させる植栽配置 耐潮性の高い植栽タイプを

海岸側に配置する

夏季の南東風

■防風施設

厳しい風環境となる海側などでは、風向・風圧・潮風要因の全てを緩和する効果が期待できる静砂垣などの防
風施設の導入を検討する。

林野庁海岸林(岩沼)の静砂垣

模式断面

約２０ｍ 約２０ｍ 約２０ｍ

約１０ｍ
夏季の南東風 冬季の北西風

模式断面

浜堤(クロマツ海岸林)における静砂垣の配置(案)



５．計画地における植栽基盤仕様の想定 P06

■計画地の植栽基盤の前提条件の整理■計画地の植栽基盤の前提条件の整理

既往資料の整理 計画地の植栽基盤の現状 造成計画の想定

• 表層から２０～６０ｃｍ(覆土層
Ⅰ・Ⅱ)は人工的に撹乱された層「今後における海岸防災林の再生について」

地盤レベル設定の考え方

• 公園内の一部で湛水を許容する必要がある。

• 公園内の計画地盤高は３パターンに区分されるⅠ Ⅱ)は人工的に撹乱された層
で、非常に硬く、排水性が悪い

• それ以下は本来の自然由来の
海浜砂層で、腐植に富み、かつ

覆土層Ⅰ東日本大震災に係る海岸防災林の再生に関する検討会

• 樹木の根系の健全な成長を確保する観点、及び津波に対
して根返りしにくい林帯を造成する観点から、植栽木の生

公園内の計画地盤高は３パタ ンに区分される。

A ：大雨時でも湛水しないエリア

B ：湛水エリア
海浜砂層 、腐植 富み、
グライ化（排水が悪く酸素が欠
乏した状態）が強い

• 地表下１００ｃｍ程度に日和山か

覆土層Ⅱ

して根返りしにくい林帯を造成する観点から、植栽木の生
育基盤の造成においては、地下水位等から２～３ｍ程度の
地盤高さを確保するための盛土を実施することが望ましい

C ：常時水面

A

ら海岸に向けて流化する間隙水
（地下水）が推察

海浜砂層

「植栽基盤整備ハンドブック」 社団法人日本造園建設業協
会

• 有効土層は高木植栽地で８０ｃｍ 芝生地で３０ｃｍを目安

良質土客土

(購入土想定)

芯土
B• 有効土層は高木植栽地で８０ｃｍ、芝生地で３０ｃｍを目安

とする。 (生育目標樹高７ｍ以上１２ｍ未満を想定)

写真．現地の土層

計画地の土壌は客土
（盛土）の検討が必要

覆土層

(現地発生土など)現地盤高(T.P +0.5～0.8ｍ)

地下水位/常時水面

※T.Pは想定値

B

自然砂層

地下水位/常時水面

C

■想定される植栽基盤仕様

湿性林・湿性草地 浜堤 平坦地 築山

【備考】 掘削による自然砂層の活用 ■植栽基盤仕様
・客土： ８０ｃｍ（高木植栽）

３０ｃｍ（芝生・地被）

■植栽基盤仕様
・客土： ８０ｃｍ（高木植栽）

： ３０ｃｍ（芝生・地被）

【備考】 海岸防災林整備指針では地下水位
より２～３ｍの盛土を推奨

■植栽基盤仕様
・掘削：（水深：最大１００ｃｍ）
・土壌耕起：表層８０ｃｍ

・芯土：(計画地盤高に応じた芯土必要量)

・有効土層：良質土客土
・芯土：現地発生土など

・芯土： (計画地盤高に応じた芯土必要量)

・有効土層：良質土客土
・芯土：現地発生土など

■植栽基盤仕様
・客土：８０ｃｍ
・芯土：（門脇流留線の地盤高さによる）

・有効土層：現地土（自然砂層）
芯土：現地発生土など芯土：現地発生土など

・有効土層：良質土客土
・芯土：現地発生土など

※遺構を埋設保存する場合、道路舗装などは
滞水防止のため破砕が必要



６．植栽タイプごとの構成種 P07

表 植栽タイプとモデルとなる植生（群落）

植栽種の選定は 植栽タイプ毎に植栽目的 環境条件に適合した種を絞り込み

植栽種選定の考え方
湿
生
林

落
葉
広

ク
ロ
マ

ク
ロ
マ

ク
ロ
マ

仕
立
て

湿
生
草

野
草
地

植栽タイプ
樹林地 草地

表．植栽タイプとモデルとなる植生（群落）

植栽種の選定は、植栽タイプ毎に植栽目的、環境条件に適合した種を絞り込み、

植栽候補種とし、市場性の確認を行った後、植栽の仕方（導入時期など）を考慮し、

植栽種を選定した。

葉
樹
林

ツ
・
常
緑
低
木
林

ツ
海
岸
林

ツ
疎
林
・
並
木

ク
ロ
マ
ツ
植
栽
地

地

自然性 立地 群落名

選定した植栽種のうち、植栽本数が非常に多くなるクロマツや主要な植栽種となる

が市場性の低い樹種（ヤナギ類）等については、調達方法を検討する必要がある。

ムクノキ－エノキ群集 ●

ゴマギ－ハンノキ群集 ●

シロヤナギ群集 ●

タチヤナギ群集 ●

北上川河岸平野-河畔林

また、湿生草地などの植栽種（水生植物、湿生植物）は池や湿地を整備すれば、

水辺の植生が復元される可能性が高いため、様子を見ながら維持管理の中で、徐々

に導入したい植物を入れていくことが効果的である

北上川河岸平野・海岸平野後背地-過湿地 オニスゲ－ハンノキ群集 ●

北上川河岸平野-湿生林 ジャヤナギ－アカメヤナギ群集 ●

ヨシ群落 ●

ウキヤガラ－マコモ群落 ●

カサスゲ群集 ●

サンカクイ－コガマ群集 ●

チゴザサ アゼスゲ群集 ●

自然植生・潜在自然植生

北上川河岸平野-水域

に導入したい植物を入れていくことが効果的である。

植栽目的、環境条件
に適合した種の絞込

植栽候補種の抽出 市場性の確認 植栽種の選定

チゴザサ－アゼスゲ群集 ●

サワトウガラシ－ ニッポンイヌノヒゲ 群集 ●

ジュンサイ －ヒツジグサ群集 ●

海岸平野-海岸風衝地 マサキ－トベラ群集 ●

海岸平野-浜堤 ハマナス －ハイネズ群集 ● ●

海岸平野-砂浜 チガヤ－ハマゴウ群集 ● ● ●

海岸平野-塩沼地 シオクグ群集 ●に適合した種の絞込

植栽タイプにモデルと
なる植生（群落）を設定

モデルとなる植生
（群落）の主要構成

「東日本大震災の復
興に利用できる樹種

環境のベースとなる「初期整備
時に植栽する種」や環境が

海岸平野 塩沼地 シオクグ群集 ●

北上川河岸平野-微高地 クリ－コナラ群集 ●

北上川河岸平野-斜面下部 ケヤキ群落 ●

北上川河岸平野-低地（微高地） クヌギ－コナラ群集 ●

海岸平野-砂浜 クロマツ植林 ● ● ● ●

クコ群落 ● ● ● ● ● ●

センニンソウ群集 ●北上川河岸平野・海岸平野-林縁

種を文献資料や現
地調査から抽出

（一般社団法人日本
植木協会）」におけ
るｿﾞｰﾝA-1、Bの樹
種を照合

整った後に「育成管理の中で
導入していく種」、湿地など「環
境整備で生育が期待できる種」
を考慮し 植栽種を選定

ボタンヅル－ウツギ群落 ●

チヂミザサ－ドクダミ群集 ●

ツルカノコソウ－ノブキ群集 ●

アズマネザサ－ススキ群集 ●

チガヤ群落  （チガヤ－ヒメジョオン群集） ●

アキノノゲシ－カナムグラ群集 ●

カキドオシ カラムシ群落 ●

代償植生
北上川河岸平野-林縁草地

北上川河岸平野-適潤地

種を照合 を考慮し、植栽種を選定 カキドオシ－カラムシ群落 ●

カゼクサ－オオバコ群集 ●

ユウガギク－ヨモギ群集 ●

北上川河岸平野-路傍

■植栽種の選定例-１ (クロマツ海岸林) ■植栽種の選定例-２ (湿生草地)■植栽種の選定例-１ (クロマツ海岸林)
市場性

類似する群落の主な

構成種

クロマツ海岸林（周辺

植生現地調査）

計画地・周辺地確認

種

復興に利用できる樹

種

初期整備時に植栽

する種

育成管理時に導入

していく種

生育形 種名

植栽種の選定植栽目的、環境条件に適合した種（植栽候補種）

■植栽種の選定例-２ (湿生草地)

類似する群落の主な

構成種

計画地・周辺地確認

種

初期整備時に植栽

する種

環境整備で生育が

期待できる種

育成管理時に導入

していく種

生育形 種名

植栽種の選定
植栽目的、環境条件に適合した種

（植栽候補種）

常緑針葉高木 クロマツ ● ● ● ◎
常緑針葉低木 ハイネズ ● ○

アオキ ● ●

イヌツゲ ● ●

テリハノイバラ ● ● ● ○
トベラ ● ● ● ◎常緑広葉低木

アゼスゲ ● ○
ウキヤガラ ● ● ○
オヒルムシロ ●

カサスゲ ● ○
クロモ ● ○
コウホネ ● ○

ナワシログミ ●

ネズミモチ ● ● ● ◎
ヒサカキ ● ●

マサキ ● ● ● ○
エノキ ● ● ●

オオシマザクラ ● ● ○
落葉広葉高木

常緑広葉低木
コガマ ● ● ○
サンカクイ ● ● ○
シオクグ ●

ジュンサイ ●

ショウブ ● ○
シロネ ● ○

ネムノキ ● ● ○
ヤマグワ ● ● ●

ヤマザクラ ● ●

アキグミ ● ● ◎
イボタノキ ● ●

ウグイスカグラ ●

ウ ギ ● ● ○

落葉広葉高木 セリ ● ● ○
タヌキモ ●

チゴザサ ●

ヌマトラノオ ● ○
ヒツジグサ ●

ヒメガマ ● ● ○
トイ ● ● ○

多年草

ウツギ ● ● ○
ウメモドキ ● ●

キブシ ●

クコ ● ○
ナワシロイチゴ ● ●

ニワトコ ● ●

ハマナス ● ● ○

落葉広葉低木

フトイ ● ● ○
フトヒルムシロ ● ○
マコモ ● ● ○
ミクリ ● ○
ミゾカクシ ○
ヨシ ● ● ○
ミソハギ ● ○ハマナス ● ● ○

ムラサキシキブ ●

モミジイチゴ ●

ヤマツツジ ● ● ○
ドクウツギ ●

常緑籐本 キヅタ ● ●

常緑多年草 ツワブキ ● - ○

ミソハギ ● ○
エゾノウキヤガラ ● ○
ガマ ● ○
ツツイトモ ● ○

落葉籐本 フジ ●

注）青太字の種名および◎○は、植栽種に選定された種。うち、◎は主要な植栽種。

は市場性の低い種で調達方法の検討が必要。



７．杜づくりのプロセス・多様な主体の参画と協働 【 スケジュールと関連性 】 P08

■植栽段階と材料調達 運営 育成管理のメニ （案）

様々な事業と参画者が、杜づくりという共通の目標に向かって協働していくため、
膨大な数量の材料生産の時間や整備工事期間、その後の運営管理などを鑑み

ここでは、苗木による杜づくりとその植栽段階を想定し、材料調達と運営・管理
について、多様な主体の参画と協働のメニューとスケジュールの関連性の検討を

■植栽段階と材料調達、運営・育成管理のメニュー（案）

ながら、最適な参画のしくみや体制、スケジュールを検討する必要がある。 行った。

祈念の杜づくり事務局(仮)

・多様な主体を取りまとめる祈念の杜づく
り事務局(仮)の設置

・初期段階からの地元活動団体の協働

等が重要と考えられる等が重要と考えられる。


